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図1 SLCF削減による温暖化の緩和
効果予測 (Shindell et al., 2012)

アジアのブラックカーボンと気候変動 地球システム領域
⾕本 浩志

１．短寿命気候強制因⼦
SLCF (Short-Lived Climate 
Forcers, 短寿命気候強制因⼦)は、
⼤気中の滞在時間が⽐較的短く、
かつ温室効果を持つ⼤気物質を指
し、CO2は含まれません。SLCFに
よる温室効果を全て⾜し合わせる
とCO2による温室効果に匹敵し、
SLCFの⼤気中濃度を減らすことも
温暖化対策に効果的であると⾔わ
れています。
２．ブラックカーボン (BC)
代表的なSLCFにブラックカーボン（すす、BC）があり、⼤気中寿命
が短い特徴があります。そのため、SLCFの⼤気中への排出量を削減で
きると、⼤気中濃度は下がり、温暖化を早く抑制できます。BCは化⽯
燃料・⽣物燃料の燃焼や森林⽕災から排出されますが、アジアからの
排出は世界の30-40%を占めます。そのため、アジアのBC排出量を正
確に知ることは、気候変動や⼤気質の改善のために重要です。

図3 BCの排出量推計

３．排出量を正確に把握すること
BCの排出量を把握することは容
易ではありません。社会経済デー
タから推計する⼿法を「排出イン
ベントリ」と⾔いますが、推計値
には⼤きな不確実性があり、どの
インベントリを⼊⼒値に使うかに
より、気候モデルの将来予測結果
が変わってきます。

図2 ⼈間活動によるBCの排出 (CEDS, 2014年)

４．⼤気観測とモデルを使
⽤した排出量の検証
福江島や能登等、⽇本海に
位置する離島や半島でBCの
濃度を観測しました。モデ
ルシミュレーションを介し
て中国の排出量を推計した
ところ、排出インベントリ
の推計値が⼤幅に過⼤であ
ることを⾒出しました。
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図4 観測による排出量推計の検証
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